
表示内容

① 親会社名・企業名

② 内部留保額（子会社・持株会社を含む連結決算額）

③ 月２万円の賃上げに必要な内部留保額の取り崩し率（％）
（正規３２万円、非正規２４万円の賃上げ原資が必要となる率）

《2015年3月の有価証券報告書より》

内部留保とは・・・・？
内部留保とは、企業の利益のうち、株式配当、役員賞与、税金などを払っ

た上で、企業にため込まれている資産です。大企業は、大幅な優遇税制を

受けた上で、このような膨大な内部留保を溜め込んだいます。

内部留保のほんの一部をとりくずすだけで、すべての従業員（子会社等を

含む）に月２万円の賃上げが十分できます。従業員の生活改善を図り、安

定した雇用を実現するため、内部留保を活用するべきです。

三重県労働組合総連合（みえ労連）

百五銀行

２，０４０億円
０．５１%

第三銀行

５０９億円
１．２３%

日本トランスシティ

４５４億円
２．００%

太陽化学

２６８億円
１．１８%

本田技研工業

鈴鹿製作所

７兆３，２４３億円
１．００%

ジェイテクト

４，４３４億円

３．４６%

凸版印刷

７，６９３億円
２．２６%

カネソウ

１２７億円
０．６２%

パナソニック

２兆３，６２９億円

３．４４%

柿安本店

１３１億円
６．８６%

石原産業

１７８億円
２．０５%

三重銀行

７６１億円
０．７２%

みえ労連新聞 ３月 ４５号 （１）

2016年3月 第45号
三重県労働組合総連合

〒５１４－００１５三重県津市寿町７－５０

みえ平和と労働会館

TEL 059-223-2615 FAX 059-223-4495

http://mieroren.labornet.jp/

みえ労連
ご家族づれでご参加を
「第８７回三重県中央メーデー」

主催：第８７回三重県中央メーデー実行委員会

日時：５月１日（日）午前１０時００分開会

場所：津市観音公園

メーデースローガン『働くものの団結で生活と権利を守り、

平和と民主主義、中立の日本をめざそう』

メーデー合唱団のうたごえ、プラカードコンクール、

パレードあり

告

知

板

2016春闘
ビクトリーマップとは、各企業の内部留保を明らかにし、月２万円（時給約１３０円）（正規３２万

円、非正規２４万円）の賃上げがすべての従業員に可能なことを地図で示したものです。三重版ビクトリーマップ

春
闘
懇
談
日
程
（
案
）

みえ労連の賃金・県民要求での懇談内容

１ 全労連統一要求の「全国一律・時給千円以上」

「全ての労働者の賃上げ、雇用環境の改善」につ

いての見解を。

２ 公契約条例が、昨年四日市市で、最近愛知県・

岐阜県で施行されます。三重県および県内の現状

について、意見交換を。

３ 私たちの介護事業所総訪問も含め、国民すべ

てに関係する介護・社会保障の充実で意見交換を。

４ 人口減少・少子高齢化に対する経営・雇用へ

の影響、各自治体の地方創生施策への要望、地域

の雇用情勢などについて、意見交換を。

北
勢
地
域

北
勢
労
連
・
桑
員
労
連

3
月
15
日

10
時

桑
名
商
工
会
議
所

13
時

四
日
市
商
工
会
議
所

3
月
16
日

11
時

三
重
銀
行

13
時

太
陽
化
学

3
月
22
日

16
時

住
友
電
装

鈴
亀
地
域

す
ず
か
め
労
連

3
月
15
日

10
時

鈴
鹿
商
工
会
議
所
、

13
時

亀
山
商
工
会
議
所

津
・
松
阪
地
域

中
勢
・
松
阪
ユ
ニ
オ
ン

3
月
15
日

９
時
30
分

津
商
工
会
議
所

13
時

井
村
屋

3
月
16
日

13
時

第
三
銀
行

3
月
22
日

13
時

松
阪
商
工
会
議
所

13
時
30
分

百
五
銀
行

南
勢
地
域

南
勢
労
連

3
月
17
日

10
時

伊
勢
商
工
会
議
所

13
時

鳥
羽
商
工
会
議
所

15
時

志
摩
市
商
工
会

県
中
央
団
体

み
え
労
連
三
役

3
月
18
日

11
時

県
経
営
者
協
会

3
月
22
日

9
時
30
分

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

県
内
の
主
な
大
企
業
や
商
工
会
議
所
と
懇
談
し
、

賃
上
げ
を
申
し
入
れ
ま
す

（三重県国公作成の資料より）

表示内容

① 親会社名・企業名

② 内部留保額（子会社・持株会社を含む連結決算額）

③ 月２万円の賃上げに必要な内部留保額の取り崩し率（％）

（正規３２万円、非正規２４万円の賃上げ原資が必要となる率）

《2015年3月の有価証券報告書より》

内部留保とは・・・・？

内部留保とは、企業の利益のうち、株式配当、役員賞与、税金などを払った

上で、企業にため込まれている資産です。大企業は、大幅な優遇税制を受けた

上で、このような膨大な内部留保を溜め込んでいます。

内部留保のほんの一部をとりくずすだけで、すべての従業員（子会社等を含

む）に月２万円の賃上げが十分できます。従業員の生活改善を図り、安定した

雇用を実現するため、内部留保を活用するべきです。



みえ労連新聞 ３月 ４５号 （２）

２
月
28
日
（
日
）
サ
ン
ワ
ー
ク
津
を
会
場

に
「
第
４
回
あ
す
の
三
重
を
考
え
る
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
、
若
い
二
人
の
司
会
で
始
ま
っ

た
第
１
部
で
は
、
「
地
域
医
療
構
想
が
動
き

出
し
た
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
県
内
各

地
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
藤
井
新
一
さ
ん
（
民
医
連
事
務
局
次
長
）

の
基
調
報
告

昨
年
成
立
し
た
「
医
療
介
護
総
合
確
保
推

進
法
」
で
、
県
内
８
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
が
設
置
さ
れ
、
医
師
会
・
病
院
長
な
ど
関

係
者
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
身
は
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
５

年
以
降
の
医
療
費
増
大
を
抑
制
す
る
た
め
、

病
床
を
「
高
度
急
性
期
」
「
急
性
期
」
「
回

復
期
」
「
慢
性
期
」
に
区
分
し
、
急
性
期
か

ら
回
復
期
へ
転
換
、
県
内
で
は
「
北
勢
４
１

２
床
」
「
中
勢
伊
賀
４
９
４
床
」
「
南
勢
志

摩
７
８
７
床
」
「
東
紀
州
４
５
７
床
」
と
大

幅
に
削
減
し
、
病

床
削
減
↓
在
宅
医

療
↓
介
護
・
総
合

事
業
へ
と
、
安
上

が
り
の
医
療
・
介

護
へ
と
高
齢
者
を

追
い
立
て
る
計
画

で
す
。
各
地
域
か

ら
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

〇
桑
員
地
域
（
医
療
生
協
・
寺
崎
由
郎
さ
ん
）

桑
名
市
医
師
会
機
関
紙
「
水
郷
」
で
は
、

「
急
性
期
病
床
を
減
ら
せ
ば
莫
大
な
医
療
費

削
減
に
な
る
、
こ
れ
が
政
府
の
本
音
」
と
批

判
、
桑
名
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
も
「
死

に
場
所
難
民
」
が
生
じ
る
と
懸
念
の
声
が
出

て
い
る
。

〇
三
泗
地
域
（
看
護
師
／
あ
し
た
葉
代
表
・

伊
世
利
子
さ
ん
）

調
整
会
議
へ
参
加
し
て
い
る
。
最
近
の
会

議
で
「
高
度
急
性
期
の
病
床
削
減
」
が
提
案

さ
れ
た
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
「
認
知
症

な
ど
介
護
も
議
論
し
な
け
れ
ば
」
と
提
案
し

た
が
、
「
福
祉
で
や
っ
て
い
る
か
ら
」
と
言

わ
れ
が
っ
か
り
。

〇
鈴
亀
地
域
（
三
厚
労
委
員
長
・
畑
中
剛
喜

さ
ん
）

病
棟
機
能
報
告
制
度
の
議
論
で
は
、
平
成

28
年
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
影

響
、
平
成
30
年
の
医
療
・
介
護

ダ
ブ
ル
改
定
を
控
え
、
現
時
点

で
の
状
況
判
断
で
病
院
の
方
向

性
を
決
定
し
、
地
域
住
民
の
医

療
・
介
護
・
生
活
を
守
れ
る
か
、
ま
た
病
院

で
働
く
労
働
者
の
生
活
を
守
れ
る
か
、
国
の

施
策
に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。
声
を
上
げ
ま

し
ょ
う
。

〇
津
地
域
（
民
医
連
事
務
局
次
長
・

藤
井

新
一
さ
ん
）

削
減
あ
り
き
は
納
得
で
き
な
い
、
中
小
病

院
で
仲
良
く
や
っ
て
き
た
の
に
法
人
化
し
て

医
療
関
係
者
を
融
通
す
る
提
案
は
と
ん
で
も

な
い
、
津
地
域
の
救
急
体
制
構
築
を
議
論
す

べ
き
で
は
と
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

〇
伊
賀
地
域

（
都
合
悪
く
発
言
な
し
）

司会をする細川さんと

中山さん（ともに２０代）

〇
松
阪
地
域
（
松
阪
市
会
議
員
・
松
田
千
代

さ
ん
）

松
阪
中
央
・
済
生
会
・
市
民
病
院
と
３
つ

の
総
合
病
院
が
医
師
会
と
連
携
し
て
休
日
・

夜
間
の
輪
番
救
急
医
療
体
制
を
構
築
し
地
域

医
療
体
制
を
築
い
て
き
た
。
県
は
第
３
回
の

「
調
整
会
議
」
で
、
急
性
期
で
は
８
１
２
床

の
超
過
、
慢
性
期
で
は
２
１
６
床
の
超
過
だ

と
大
幅
な
ベ
ッ
ド
削
減
案
を
提
示
し
た
。
輪

番
救
急
体
制
が
崩
壊
す
る
県
の
案
を
再
考
す

る
よ
う
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
、
松
阪
市
長

も
削
減
案
に
県
へ
抗
議
し
た
。

〇
伊
勢
志
摩
地
域
（
元
日
赤
看
護
師
・
中
村

洋
子
さ
ん
）

先
日
の
県
の
パ
ブ
コ
メ
44
名
の
内
14
名
が

伊
勢
志
摩
地
域
か
ら
。
「
日
赤
の
一
極
集
中

を
回
避
し
て
」
「
急
性
期
の
充
実
を
」
「
志

摩
市
で
急
性
期
を
」
な
ど
の
声
が
あ
る
。
調

地域から怒り、いのちを守る医療・介護の充実こそ！

会場いっぱいの参加者 ２０１６年２月２８日 サンワーク津
講演する長友薫輝教授

（三重短期大学）

開会挨拶

西川洋実行委員長

整
会
議
で
は
、
「
た
っ
た
3
回
で
結
論
出
す
の

か
」
な
ど
傍
聴
者
か
ら
も
異
論
が
出
た
。

〇
東
紀
州
地
域
（
東
紀
州
の
医
療
介
護
を
よ
く

す
る
会
・
笹
の
内
克
己
さ
ん
）

尾
鷲
病
院
・
紀
南
病
院
の
２
つ
が
基
幹
病
院
。

県
は
機
能
統
合
し
病
床
を
半
減
（
９
２
１
床
↓

４
６
４
床
）
と
い
う
が
、
車
で
1
時
間
も
離
れ

て
い
る
の
に
納
得
で
き
な
い
と
審
議
会

で
は
全
員
反
対
。
地
域
に
医
師
は
お
ら

ず
在
宅
医
療
は
不
可
能
、
東
紀
州
を
切

り
捨
て
る
の
か
！

２
市
３
町
の
首
長

と
共
同
し
て
運
動
す
る
。

各
地
域
の
報
告
を
受
け
る
形
で
三
重
短

期
大
学
の
長
友
薫
輝
先
生
が
「
ど
う
な
る

社
会
保
障
、
手
を
つ
な
い
で
充
実
の
運
動

を
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
は
次
の
通
り
で
す
。

○
（
臨
時
）
給
付
金
の
対
象
者
は
２
４
０

０
万
人
。
生
活
保
護
２
０
０
万
人
と
あ
わ

せ
る
と
人
口
の
６
人
に
１
人
が
「
貧
困
者
」

と
政
府
が
公
式
に
判
断
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

○
社
会
福
祉
学
科
は
国

立
大
学
に
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
社
会
福
祉
学
と

は
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ

し
運
動
化
す
る
こ
と
だ

か
ら
。

○
貧
困
は
努
力
不
足
だ
と
考
え
る
学
生
に

は
イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム
で
説
明
し
て
い
る
。

10
人
に
対
し
て
正
規
の
イ
ス
は
６
つ
し
か

な
い
。
座
れ
な
い
の
は
自
己
責
任
か
？

○
国
は
社
会
保
障
に
お
け
る
公
的
責
任
か

ら
「
大
脱
走
」
を
は
か
っ
て
い
る
。
医
療

費
適
正
化
（
＝
削
減
）
は
小
泉
政
権
の
時

か
ら
始
ま
っ
た
。

○
福
祉
現
場
で
、
向
き
合
う
利
用
者
に
１

０
０
％
の
力
を
注
い
で
も
現
状
は
変
わ
ら

な
い
こ
と
を
自
覚
し
よ
う
。
変
え
る
た
め

に
余
力
を
残
し
て
お
こ
う
。

○
政
策
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
、

「
人
の
手
で
変
え
ら
れ
る
」
。

○
生
活
保
護
の
不
正
受
給
は
１
％
に
満

た
な
い
。
99
％
の
受
給
者
の
実
態
が
曲

解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
生
活
保
護
は

受
け
る
べ
き
人
の
18
％
し
か
受
給
し
て

い
な
い
。

○
政
府
支
出
は
最
低
、
自
己
負
担
は
最

高
、
そ
れ
が
日
本
だ
。
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
を
機
に
先
進
国
並
み
の
水
準
へ
。

○
社
会
福
祉
を
経
済
政
策
の
中
心
に
据

え
る
こ
と
が
必
要
。
社
会
保
障
の
経
済

波
及
効
果
、
雇
用
誘
発
効
果
は
公
共
事

業
よ
り
大
き
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

長
友
先
生
の
お
話
は
内
容
豊
か
で
面

白
く
、
と
て
も
こ
こ
に
書
き
き
れ
ま
せ

ん
。
「
人
間
の
行
動
を
変
え
る
に
は
、

楽
し
い
と
思
う
こ
と
が
大
事
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
や
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
リ
ピ
ー
ト
率

は
高
い
。
そ
う
い
う
運
動
を
作
っ
て
い

こ
う
」
と
言
わ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。（

編
集
／
特
別
幹
事

吉
田
一
男
）

第
２
部
（
午
後
）
は
地
域
医
療
、

高
齢
者
、
子
育
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
雇

用
・
賃
金
、
地
域
防
災
、
地
域
公

共
交
通
、
原
発
の
８
分
科
会
と
平

和
の
交
流
会
に
分
か
れ
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
写
真
は
若
者
が
参
加

し
た
「
平
和
の
交
流
会
」
の
様
子

で
す
。

手をつないで社会保障充実の運動を

８
つ
の
分
科
会
、

１
つ
の
交
流
会

記念講演

朝日新聞 ２月２９日付


